
0.5 <ξ< 5.2

0.004 <H0
 '
/L0< 0.035

-0.02 ≤hi/L0≤ 0.05

-3.60 <hi/H0
'
< 10.0

R2%/H0
 ' 
= 3.79 - 4.35 exp ( -1.07 ξ )

R1/10/H0
 ' 
= 3.28 - 3.98 exp ( -1.14 ξ )

R1/3/H0
 ' 
= 2.67 - 3.39 exp ( -1.21 ξ )

Rmean/H0
 ' 
= 1.81 - 2.35 exp ( -1.24 ξ )
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１． はじめに 

現在、波の打ち上げ高さの算定法には中村らによる改良仮想勾配法 1)が広く用いられている。しかし、改良

仮想勾配法は規則波を対象としている。不規則波の波の打ち上げ高さの算定法として玉田ら 2)の報告がある。

しかし、この算定法は法先水深波高比が比較的狭い範囲の適用範囲となっている。法先水深が波の打ち上げ高

さに大きく影響することはよく知られている。著者らは、法先水深に着目した波の打ち上げ高さを検討 3)して

おり、これらのデータを用いて不規則波の代表打ち上げ高さの算定式を提案することを試みた。 

 

２．実験条件及び実験方法 4) 

 実験水路は、長さ 20.0m、幅 0.6m、高さ 0.7mの両面ガラス張りの造波水路を使用した。実験水路には、合

板による 1/20 の海底勾配を作成し、その上に 1/3 勾配の模型堤体を設置した。実験は一様部水深

h=24.40~44.00cm、有義波周期 T1/3=1.34sec、有義波高 H1/3=1.0~10cm、相対水深 hi（法先水深）/L0=-0.02~0.05 迄

の 0.01 刻みに 8 ケースである。波の打ち上げ高さは、目視観測を

主として、ビデオカメラ観測を副とし、波が最も高く打ち上がった

部分を読み取った。遡上波は 1~120 波目を読み取り、11~110 波目

の値を用いて解析を行った。実験値は、同じ条件で 3回ずつ実験を

行いその平均値を用いている。表-1に実験条件を示す。 

 

３．検討結果及び考察 

3-1．不規則波の代表打ち上げ高算定法 

玉田らによると、法先水深波高比 hi/H0=-0.37~0.53 の範囲において、不規則波による代表打ち上げ高さ 

(R2%/H0,R1/10/H0 ,R1/3/H0)と surf similarity parameter ξ {=tanβ/ (H0
’/ L0)1/2,ここに tanβ は改良仮想勾配法による仮想

勾配}の関係は法面勾配、海底勾配等の異なる結果が混在しているにも関わらず、surf similarity parameterに対

して代表打ち上げ高さをうまく整理することができると報告している。そこで本研究では、相対水深 hi/L0     

=-0.02~0.05及び波形勾配 H0
’/L0=0.004~0.035、hi/H0

’=-3.60~10.0の広範囲において、本実験による不規則波の代

表打ち上げ高さ(R2%/H0
’,R1/10/H0

’,R1/3/H0
’,Rmean/H0

’)と ξとの関係を検討した。図-1~3 は、 ξと各代表打ち上げ高

さ(R2%/H0
’,R1/10/H0

’,R1/3/H0
’)との関係を図示したものである。各図の赤で示した実線は、実験結果をよく表す代

表打ち上げ高さの算定曲線である。比較のため、玉田による実験曲線を併せて示している。各図とも本実験結

果に幾分ばらつきは見られるが、玉田による算定曲線とほぼ同様の傾向を示すことが認められた。ただし波の

代表打ち上げ高さは、玉田らは入射波数、本研究は遡上波数を基準とした。表-2、表-3は本算定法の適用範囲

および算定式をとりまとめたものである。 
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T1/3(sec) H1/3(cm) hi(cm) hi/L0 h(cm)

A-1 -5.60 -0.02 24.40

A-2 -2.80 -0.01 27.20

A-3 0.00 0.00 30.00

A-4 2.80 0.01 32.80

A-5 5.60 0.02 35.60

A-6 8.40 0.03 38.40

A-7 11.20 0.04 41.20

A-8 14.00 0.05 44.00

1/3勾配 1.34

1.0

～

10.0

実験No.

表-1 実験条件 

表-2 適用範囲 表-3 算定式 



図-1 ξと R2%/H0
’の関係 図-2 ξと R1/10/H0

’の関係 図-3 ξと R1/3/H0
’の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2.規則波を対象とした改良仮想勾配法と不規則波の代表打ち上げ高算定法の比較 

 図-4 は、表-2の範囲において surf similarity parameter ξ に対し、中村ら

による改良仮想勾配法によって求めた打ち上げ高さを示したものである。

算定値は、図中に示した R(cal)/H0
’=2.47-2.11exp(-0.32 ξ )の式でよく近似す

ることができる。図-5は図-4における規則波を対象とした改良仮想勾配法

による算定曲線と図-1~3及び Rmean/H0
’の不規則波の各代表打ち上げ高算定

曲線を ξ に対して整理したものである。不規則波の各代表打ち上げ高さ

(R2%/H0
’,R1/10/H0

’,R1/3/H0
’, Rmean/H0

’)は、規則波を対象とした改良仮想勾配法

による算定曲線に対し、それぞれ約 1.2~3.2倍、約 1.0~3.0 倍、約 0.8~2.3

倍、約 0.5~1.5倍の値を示している。規則波を対象とした改良仮想勾配法

による算定曲線は、Rmean/H0
’における算定

曲線とほぼ対応しているが、他の不規則波

の各代表打ち上げ高さに比べて、ξ =1.0~5.0

の範囲においていずれも過小評価となって

いる。図-6 は、表-3における R1/3/H0
’の算

定値と実験値との関係を求めたものであ

る。図より、算定値に対する実験値の値は

約 0.6~1.8 倍となっている。 

 

４．あとがき 

不規則波の代表打ち上げ高さ(R2%/H0
’,R1/10/H0

’,R1/3/H0
’ ,Rmean/H0

’)と surf similarity parameter ξ との関係を示し

た。その結果、玉田らによる算定曲線とほぼ同様の傾向を示すことが認められた。ただし、打ち上げ高さの差

については入射波数と遡上波数を基準とした点および堤脚水深の範囲の違いによるものと思われる。また、規

則波を対象とした改良仮想勾配法による算定曲線は、不規則波の各代表打ち上げ高算定曲線に対し、過小評価

となる傾向が認められた。最後に、本実験における打ち上げ高さに幾分ばらつきが見られるため、今後より詳

細な検討が必要である。 
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図-4 ξと改良仮想勾配法の関係 

図-5 ξと各算定曲線の関係 図-6算定値と実験値の関係 
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